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現代社会における女性のライフスタイルは多様化してきているが、女性の特徴である出

産・育児による母親に対する影響は自然なことである。しかし、実際に持った子どもが病

児・障害児であった場合には、大きな変化と影響が母親に及ぶことになると考えられる。

中田（2005）は、母親が子どもの障害を受容する過程において、「ショック・混乱と否認・

負の感情の持続・適応・価値観の変化」という 5 つの段階を経験するとしている。また、

阿南と山口（2007）は、親が子どもの障害を受容する過程には、子どもの障害の内容や社

会的要因などの様々な因子が複雑に絡み合っているため、障害別に研究をしていくことが

必要であると述べている。そこで、本研究では、多くの先天性疾患の中で、近年、診断法、

内科的・外科的治療法が急速に進歩している先天性心疾患に焦点を当てて研究を行った。

先天性心疾患児を持つ母親の特性や、病児の特性などが障害受容に影響しているのかを、

障害受容を量的に捉えることで比較することを試みた。また、母親が障害を受容するにあ

たってどんな社会的資源を利用していて、どんなもの支えにして困難に立ち向かっている

のかを調査する。そして、子どもの障害を受容することが母親にどんな影響を及ぼすのか

を、自由記述にてみていく。 

調査対象者・手続きは、全国の先天性心疾患児の保護者団体に調査依頼をして許可を得

た上で各支部の名簿をお借りし、事務局を通じて質問紙を送付した。発送総数 500通（人）

のうち返送数は 208通（人）で回収率は 41.6％であった。また、調査協力の同意について

は、無記名で回答は自由であることを提示した上で、返送を持って調査協力に同意して頂

けたものとした。調査は 2009年 10月に行った。調査内容は、母親の年齢、子どもの年齢

などの基本属性に加えて、障害受容に関する質問紙（石本、太井,2008 を参考にして研究

者が作成）と文章構成法テスト（SCT）を行った。分析は、Microsoft Office Excel 2007、

SPSS（version18）、JavaScript-STAR version 5.5.3jを用いて統計解析を行った。 

まず、母親の特性や子供の特性などの要因別においては障害受容の程度には有意な差は

認められなかったが、社会的資源の利用数の多い少ないでは、有意な差が認められた。ま

た、母親が子供の障害を受容するにあたって、より利用している資源は、家族や親の会な

ど、自分の身近な人や自分と同じ境遇の人達に助けてもらいながら、そして、その人達の

存在を支えにして、障害という困難に立ち向かっていることが分かった。自由記述からは、

障害受容の程度が高いほど、障害や病気に対して「学びを得た」などのポジティブな気持

ちを抱くようになることが明らかになった。そして、母親が障害を受容していく過程にお

いて、夫婦関係や家族関係の良し悪しが大きく影響していることが分かった。そのため、

母親が障害を受容していくにあたり、家族、特に父親（夫）の態度や振る舞いが母親に影

響を与えることが分かった。そして母親は病児・障害児を持って障害を受容していくと、

死を身近に感じる経験をするため命を大切にしようという気持ちや、どんな小さなことに

対しても幸せを感じるという気持など、全体的な思考もポジティブになる傾向があること

が明らかになった。よって母親は、病児を持つことで新しい価値観を持つようになり、そ

れを自分の成長として認識するようになるのだと考えられる。 

以上のことから、障害や病気の子どもを持つことは、母親が新しい出会いをする転機と

なったり病児や障害児と生活をすることで時間の大切さや命の大切さを考える機会になっ

たりすると考えられる。また、母親が障害を受容するにあたって家族関係の良し悪しが影

響してくることから、これからは母親だけではなく、父親や病児・障害児の兄弟について

も研究していく必要があるだろう。 
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